
237

1．はじめに

　現代社会は目まぐるしく変化し，高度に情報
化，グローバル化が進展している．この予測困難
な時代において，生涯に亘って学び続け，主体的
に考え，最善の解を導き出すために多面的な視点
から判断・行動できる人材の育成が急務となって
いる．そのために，大学教育では，学生に「生涯

学び続け，どんな環境においても“答えのない問
題”に最善解を導くことができる」問題解決力を
身につけさせることが求められている．
　初等中等教育の学習指導要領改訂では，「生き
る力」の主要な要素である問題解決力の育成を前
提として，これまでの内容（コンテンツ）中心の
規準作りから，「育成すべき資質・能力」（コンピ
テンシー）中心でカリキュラムを設計する考え方
へと変化した．そして，教科に依存しない汎用的
スキルやメタ認知，教科固有のものの見方・考え
方や処理・表現方法などを明示的に指導すること
等が議論された．また，そのために各学校で教育
課程編成の設計・運用・評価・改善を一貫した考
え方で繰り返すというカリキュラム・マネジメン
トの重要性が提唱されている．
　一方，大学教育では，3 つのポリシー（アド
ミッションポリシー・カリキュラムポリシー・
ディプロマポリシー）を明確にし，入学⇒教育課
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程⇒卒業までの過程について各大学において質保
証をすることが求められている．これに関連し
て，日本学術会議は「大学教育の分野別質保証の
ための教育課程編成上の参照基準」を提案してい
る．しかし，これは，各学問分野に閉じた資質・
能力を示しているに過ぎない．特定の分野におけ
るモデルカリキュラム等は存在しても，学士力と
しての資質・能力の育成を目指した分野横断的な
カリキュラムを編成することは念頭に置かれてい
ない．それぞれの大学がどのような人材を育成す
るかという学士力としての資質・能力を踏まえて
カリキュラムを設計するための指針や手法は提案
されていない．
　加えて，Society 5.0 に向けた人材育成として，
全ての大学生・高等専門学校生に，数理・データ
サイエンス・AI 教育を受けられる環境を整備す
ることが掲げられ，モデルカリキュラムが示され
ているが，文系中心の大学や小規模な私立大学へ
の適用が大きな課題となっている．
　また，大学教育の課題として，各分野の専門教
育と基礎教育とが別々に行われており継続性が乏
しいだけでなく，同じ専門分野の教育においても
各科目が担当者任せになっており個別に授業が展
開されているため，問題解決力などの育成すべき
資質・能力を総合的に修得することが困難な状況
にある．また，同じ分野の複数科目間で学習内容
の重複や必須内容の欠落などの問題が生じている
こともあげられる．

2．目　的

　本研究では，学士力として育成すべき汎用的な
資質・能力を明確にした上で，それを育成するた
めのカリキュラム設計の手法を検討する．
　まず，筆者らが所属する文系情報学科におい
て，最終的に，学士力としてどのような資質・能
力を育成するかという目標を明確にする．また，
その目標を明確にする問題解決学習型の授業を各
学年に設定し，その学習活動を設計する．その活
動を保証するために，基礎科目・専門科目でどの
ような内容をどのような順序・指導法で学ばせる

かということや，そのような活動の中で学習者が
身につける共通の資質・能力（キーコンピテン
シー）を明確にする．
　授業設計および実践において，汎用的な「問題
解決の縦糸・横糸モデル（図 1）」を基に検討す
るだけでなく，このモデルを用いて体系的なカリ
キュラム開発を目指し，多くの大学で汎用的に適
用可能なカリキュラム・マネジメント手法の構築
に向けた課題を検討する．

図 1　問題解決の縦糸・横糸モデル（松田 2016）

3．カリキュラム・マネジメントにおける 
問題解決

3.1　問題解決の縦糸・横糸モデル
　カリキュラムを開発することは，それ自体が問
題解決である．松田（2016）は，Bruer（1993）
の「インフォームドな指導」という概念と関連づ
け，修得すべき問題解決力のモデルをメタ認知知
識として明示するために「問題解決の縦糸・横糸
モデル」（図 1）を提唱している．
　この枠組みは，問題解決の手順を一般化した縦
糸（「目標設定過程」「代替案発想過程」「合理的
判断過程」「最適解発想過程」「合意形成過程」）
と，全ての情報活用の過程で起こる活動プロセス
から導かれた横糸（情報の収集⇒処理⇒まとめ）
とで構成される．問題解決の手順を示し，その手
順のどの場面で，見方・考え方や領域固有知識
（覚えるべき内部知識と参照すればよい外部知識
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に区分される）のどれを活用すべきかを明示的に
示すものとなっている．本研究では，この「問題
解決の縦糸・横糸モデル」を活用してカリキュラ
ム・マネジメントの手法を検討する．

3.2　逆向き設計理論における問題
　大学におけるカリキュラム・マネジメントに関
する研究や分野・教科横断的な設計の指針はまだ
提案されていない．そこで，初等中等教育で提案
されているカリキュラム・マネジメントの考え方
を参考にすることとする．カリキュラム・マネジ
メントでは，学校教育の目標を汎用的な資質・能
力の育成に据え，その達成に向けた教育課程の全
体設計と各教科等の教育内容の相互関連づけを
行った上で，教科の指導に必要な内容とその指導
法を考えるという発想が求められる．特に以下の
視点が重要となる．
　①出口管理・資質保証
　②評価規準・基準の明確化
　③科目・教員間の連携強化
　一方，逆向き設計の理論（Wiggins and Mc-
Tighe 2006）とは，コンピテンシーベースの教育
課程編成方法の 1つであり，直近の学習指導要領
改訂にも影響を与えた．この方法では，何を身に
付けさせたいかという教育の成果から逆向きに授
業を設計し，評価方法を先に構想することで，そ
の単元や授業で指導すべきことを明確なものとす
る．しかし，この手法は評価に主眼を置いたもの
であり，教科や単元に閉じた範囲が適切な適用対
象である．松田（2020）は，汎用的・教科横断的
資質・能力を明確にし，その修得に必要な学習内
容や指導順序・方法等を設計するためには，逆向
き設計の理論だけでは不十分であるため，教科横
断的な資質・能力を要求する探究活動をカリキュ
ラムに組み込む必要があると指摘している．

3.3　文系情報学科に求められる資質・能力
　カリキュラム開発における問題解決として，ま
ず，問題分析を行うために，学習者が身につける
べき汎用的な資質・能力を明確にする．文系情報
学科の学生の出口管理・資質保証をするためには

どのような資質・能力が必要となるかを検討す
る．
　大学の情報学分野において求められる資質・能
力としては，日本学術会議が提案した「大学教育
の分野別質保証のための教育課程編成上の参照基
準（情報学分野）」に以下の「知識・理解」「能
力」が示されている．また，情報学固有の知識と
しては専門的に高度な情報学の知識・理解を求
め，情報学固有の能力として高度な情報処理に関
する専門的能力が示されている．
⑴　 情報学の学びを通じて獲得すべき基本的な
知識と理解

　①　�獲得すべき基本的な知識と理解
　ア：情報一般の原理　
　イ：コンピュータで処理される情報の原理　
　ウ：�情報を扱う機械および機構を設計し実現す

るための技術　
　エ：情報を扱う人間社会に関する理解　
　オ：�社会において情報を扱うシステムを構築し

活用するための技術・制度・組織
　②　�情報学を学ぶことの社会的意義・職業的意

義
⑵　情報学を学ぶ学生が獲得すべき能力
　①　�獲得すべき専門的能力（情報学に固有の能

力）
　ア：情報処理・計算・データ分析　
　イ：システム化　
　ウ：情報倫理・情報社会
　②　ジェネリックスキル
　ア：創造性　
　イ：論理的思考・計算論的思考　
　ウ：課題発見・問題解決　
　エ：コミュニケーション　
　オ：�チームワーク・リーダーシップ・チャンス

活用　
　カ：分野開拓・自己啓発

　本学科（江戸川大学メディアコミュニケーショ
ン学部情報文化学科）が所属する学部ではディプ
ロマポリシーとして，「コンピュータや情報環境
を様々な活動に活用することができる」「メディ
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ア環境の急激な変化に伴う諸課題の解決をはかり
ながら社会貢献できる」「新しい時代を豊かに生
き抜くため，溢れる情報を正確に判断・選別しう
る能力と，的確に伝える能力を修得している」
「多様化した現代社会において，メディアコミュ
ニケーション及び社会的関係性の全容を理解し，
自ら情報を発信することができる能力を修得して
いる」を掲げている．また，出口として卒業生は
情報系の専門職に就く者が 3～4 割程度（2020 年
現在）であり，他の分野の職業に就く者も多くい
る．情報系ではあるが文系情報学科である本学科
のカリキュラムを検討する際に，上記の参照基準
を出口としての資質・能力とすることは困難と考
えられる．そこで，本学科のカリキュラムを検討
する場合，専門家を養成するための情報処理教育
を目指すのか，市民が教養として身につけるべき
一般教育を目指すべきなのか，その両方を融合す
るのかという問題を解決しなければならない．
　これまで，文系情報学科を卒業する学生に求め
られる汎用的な学士力としての資質・能力を問題
解決力の育成と位置づけ，筆者らの研究グループ
は私立大学情報教育協会を主導して「社会に求め
られる情報活用能力」ガイドラインを開発してい
る（表 1）．これは，初等中等教育の情報教育と

の連携も鑑みて検討されたものである．学士力と
しての資質・能力を評価するための規準・基準と
して，達成度を検討するためのルーブリックと
なっている．

4．総合的な探究活動に基づいた 
カリキュラムの再設計

4.1　 初年次から卒業まで総合的な探究科目で
実践的な問題解決力を育成する

　カリキュラムを開発するにあたっては，学士力
として社会で役立つ汎用的な資質・能力としての
問題解決力を育成するために，教科横断的な設計
を検討する必要がある．これまでも本学科では基
礎科目と専門科目の継続を目指したカリキュラム
を実践してきたが，各科目は担当者任せになって
おり，総合的に問題解決力を育成するための活動
は 4年次の卒業研究だけであった（図 2）．基礎
科目を学んで，専門科目を学んで，最後に卒業研
究で総合的な探究活動を行うという構造になって
いる．基礎科目や一部の専門科目において問題解
決の縦糸・横糸モデルを活用して問題解決力を育
成する科目はいくつかあるが，これでは，各科目
をどのような目的で学んでいるのかという意義

表 1　私立大学情報教育協会が提案する社会に求められる情報活用能力ガイドライン

到達目標 到達点１ 到達点 2 到達点 3

A 問題を発見し，目標を設定した上で
解決に取り組み，情報通信技術を適
切に活用して新しい価値の創造を目
指して取り組むことができる

問題発見・解決
を思考する枠組
みを理解する

枠組みを活用して与えられた問
題解決に取組むことができる

答えのない問題に
対して自ら問題発
見・解決すること
ができる

B 情報社会の有効性と問題点を認識
し，主体的に判断して行動すること
ができる

発信者の意図を
推測した上で，
情報を読み取り，
内容を説明する
ことができる

社会の一員として責任を理解
し，他者に配慮して安全に情報
を扱うことができる

情報社会の光と影
を理解し，望まし
い情報社会の在り
方について考察す
ることができる

C 情報通信技術の現状と可能性を考察
し，論理的思考に基づき，価値創造
に向けて必要となるIoT，モデル化，
データサイエンス，AI などの知
識・技能を活用できる

情報通信技術の
特性を説明でき
る

仮説検証の手段と
して，モデル化と
シミュレーション
等を通じて予測す
ることができる

データサイ
エンスやAI
を適切に活
用すること
ができる

社会における情報
通信システムの在
り方を考察するこ
とができる
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を，学んでいる時点の学生は認識できず，最終的
に卒業研究の際に，あのときにあの授業でこれを
学んでおくべきであったという後悔が残るカリ
キュラムとなっているといえる．

図 2　従来の積み上げ型カリキュラム

　このような問題を解決するためには，それぞれ
の基礎科目・専門科目を学ぶ時点で，この科目で
自分は何を修得するべきなのかということを意識
できるようにする必要がある．そのためには，初
年次から継続的に探究活動をする科目を用意し，
そこで自身が問題解決の縦糸・横糸モデルを活用
しながら問題解決をする上で，他の科目で修得す
べき知識・技能，見方・考え方を意識し，「必要
に迫られてこれを学んでおかなければならない」

という構造になるようにカリキュラムを設計する
ことが望ましい．逆向き設計理論の考え方を応用
し，入学時から卒業研究のような総合的な探究活
動を経験することで，逆向きに各科目を学修する
意義を理解することを目指す．また，各年次にお
ける段階としては，初年次が個人での身近な問題
解決から考え始めるのに対して，2・3 年次では
複数人で行うプロジェクト活動として他者と協働
しながら問題解決を行うような授業形態が有効で
ある．図 3は，問題解決力育成という資質・能力
を軸にしたカリキュラムを俯瞰した図である．

4.2　 文系情報学科における一般教育と専門教育
の関係

　文系情報学科のカリキュラムを開発するために
は，情報教育と情報処理教育は，一般教育と専門
教育という意味で異なることを意識する必要があ
る．また，一般教育は専門教育の入門編ではない
ということを前提としなければならない．各科目
において一般教育と専門教育をどう切り分け融合
するかということが重要になるが，問題解決の縦
糸・横糸モデルのどこに重点を置くかということ
で問題が解決できる．

図 3　資質・能力を軸にしたカリキュラムの俯瞰図
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　一般教育では，ユーザとしてどのようなシステ
ムを求めているかという目標を設定するために問
題を分析し，専門家にどのような依頼をするか，
専門家から提案があった場合にどのような意思決
定・合意形成をするかに重点を置く．
　専門教育では，専門家として目標設定過程の計
画立案に重点があり，ユーザがどのようなことを
求めているかということに従って代替案を検討
し，最適解を導出する過程に主眼を置く．問題分
析として顧客の要求仕様を考え，計画立案で作業
工程を考え，経費を見積もり，代替案発想過程で
個別の提案や開発作業を複数検討し，合理的判断
過程でこの提案の妥当性について評価する．最適
解導出過程で最終的に納品を行い，合意形成過程
で運用方法を検討したり，ユーザにどのような教
育を実施するかを検討する．
　縦糸・横糸モデルを活用することで，当該科目
を一般教育・専門教育のどちらに主眼をおいて実
践するか，同一科目の中で学生の目的に応じて一
般教育・専門教育のどちらの視点からの学修させ
るかという選択も可能となる．

5．今後の課題

　本研究では，文系情報系学科において，学士力
としてどのような資質・能力を育成するか目標を
明確にした．また，その目標を達成するための問
題解決学習型の授業を各学年に設定し，その学習
活動を設計し，その活動を保証するために，基礎
科目・専門科目でどのような内容をどのような順

序・指導法で学ばせるかということを「問題解決
の縦糸・横糸モデル（図 1）」を基に，逆向き設
計の発想で検討した．今後の課題は，体系的なカ
リキュラム開発手法としてこれらをまとめ，多く
の大学で汎用的に適用可能なカリキュラム・マネ
ジメントの手法を検討・構築することである．
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